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国
文
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会
報
　
第
三
十
六
号

第
一
条 

（
名
称
）
本
会
は
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
と
称
す

る
。

第
二
条 

（
目
的
）
本
会
は
中
国
文
学
・
語
学
の
研
究
と
そ
の
交
流
に

努
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条 

（
事
業
）
本
会
は
左
の
事
業
を
行
う
。

　
　
一
、
例
　
会
　
年
四
回
開
く
。

　
　
二
、
大
　
会
　
委
員
会
の
決
定
に
よ
る
。

　
　
三
、
学
会
報
　
毎
年
一
回
発
行
す
る
。

　
　
四
、
そ
の
他
　
必
要
な
事
項
。

第
四
条 

（
会
員
）
本
会
は
左
の
う
ち
入
会
を
希
望
す
る
者
を
会
員
と

す
る
。

　
　
一 

、
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
科
の
卒
業
生
及
び
修
了
生

並
び
に
院
生
、
学
生
。

　
　
二
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
科
現
・
旧
専
任
教
官
。

第
五
条 

（
役
員
）
本
会
に
は
左
の
役
員
を
置
く
。

　
　
一 

、
会
長
　
一
名
　
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
科
の
専
任

教
官
を
も
っ
て
こ
れ
に
当
て
る
。
会
長
は
本
会
を
代
表
す

る
。

　
　
二 

、
委
員
　
六
名
　
任
期
二
年
。
再
任
を
さ
ま
た
げ
な
い
。
選

出
の
方
法
に
つ
い
て
は
別
に
こ
れ
を
定
め
る
。

　
　
三
、
委
員
長
　
一
名
　
委
員
の
互
選
に
よ
る
。
任
期
二
年
。

　
　
四
、
委
員
会
は
委
員
長
が
招
集
し
左
の
事
項
を
処
理
す
る
。

　
　
　 

Ｉ
　
例
会
・
大
会
の
企
画
・
実
施
　
Ⅱ
　
学
会
報
の
編
集
・

発
行
　
Ⅲ
　
会
計
事
務
　
Ⅳ
　
そ
の
他
会
務
に
関
す
る
事
項

　
　
五 

、
会
計
監
査
　
二
名
　
委
員
会
の
推
薦
に
よ
り
決
定
す
る
。

任
期
二
年
。

第
六
条
（
財
政
）
本
会
の
経
費
は
左
の
通
り
定
め
る
。

　
　
一
、
会
費
・
寄
付
金
及
び
そ
の
他
の
収
入
。

　
　
二
、
会
費
は
年
額
四
千
円
と
す
る
。

第
七
条 

（
会
費
免
除
）
寄
付
金
が
三
十
万
円
を
超
え
た
会
員
か
ら
は

以
後
の
会
費
を
徴
収
し
な
い
。

第
八
条 

（
改
正
）
本
会
則
の
改
正
は
委
員
会
の
発
議
に
よ
り
会
員
の

承
認
を
経
て
行
う
。

第
九
条 

（
事
務
所
）
本
会
の
事
務
所
は
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文

学
研
究
室
に
置
く
。

　
　
　
　
附
　
　
則

本
会
則
は
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
年
）
四
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
。

本
会
則
は
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
年
）
四
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
会
則



五
三

中
国
文
学
会
会
則
・
投
稿
規
定

本
会
則
は
一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）
四
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
。

本
会
則
は
一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）
四
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
。

　
　
　
　
内
　
　
規

一 

、
委
員
は
会
長
委
嘱
に
よ
る
推
薦
委
員
会
が
東
京
及
び
そ
の
近
郊

に
在
住
す
る
会
員
の
中
か
ら
推
薦
し
、
会
員
の
信
任
を
問
う
。
推

薦
委
員
会
は
四
名
の
推
薦
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

二 

、
委
員
に
は
現
在
研
究
室
助
手
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
者
を
加
え

る
。

三 

、
委
員
に
は
現
専
任
教
官
を
一
名
加
え
る
。

　
　
　
お
茶
の
水
女
子
大
学

中

国

文

学

会

報 

投
稿
規
定

一 

、
投
稿
は
編
集
委
員
会
が
特
に
委
嘱
す
る
場
合
を
除
き
学
会
員
に

限
る
。

二 

、
投
稿
者
は
七
月
末
日
ま
で
に
所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
よ
り
投

稿
を
申
し
出
、
十
月
末
日
ま
で
に
完
全
原
稿
三
部
と
原
稿
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
（
中
文
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

を
編
集
委
員
会
に
提
出
す
る
。

三 

、
原
稿
枚
数
は
注
・
図
版
等
あ
わ
せ
て
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙

三
十
五
枚
と
す
る
。
な
お
「
研
究
ノ
ー
ト
」
は
同
じ
く
二
十
枚
と

す
る
。

四 

、
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
四
〇
〇
字
詰
め
換
算
が
容
易
に
行
わ

れ
る
よ
う
一
枚
あ
た
り
の
字
詰
め
に
留
意
す
る
。

五 

、
投
稿
原
稿
の
採
否
は
編
集
委
員
会
が
決
定
す
る
。

六 

、
採
用
決
定
後
す
み
や
か
に
デ
ー
タ
を
提
出
す
る
こ
と
。
手
書
き

原
稿
の
場
合
は
別
途
入
力
費
用
を
徴
収
す
る
。

七 

、
印
刷
に
際
し
て
特
殊
活
字
や
図
版
の
作
成
の
た
め
多
額
の
費
用

を
要
し
た
場
合
、
投
稿
者
に
そ
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

八 

、
原
稿
提
出
時
に
、
別
に
表
題
と
執
筆
者
名
の
英
文
を
添
え
る
も

の
と
す
る
。（
「
論
文
」・「
研
究
ノ
ー
ト
」
に
限
る
）

九 

、
原
稿
の
末
尾
に
著
者
名
を
ひ
ら
が
な
（
中
国
名
の
場
合
カ
タ
カ

ナ
も
可
）
で
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
所
属
機
関
、
身
分
な
ど

を
表
示
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

十 

、
著
者
校
は
再
校
ま
で
と
す
る
。

十 

一
、
本
会
報
の
電
子
化
公
開
に
伴
い
、
掲
載
論
文
及
び
研
究
ノ
ー

ト
の
著
作
権
は
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
に
帰
属
す
る
も

の
と
す
る
。
転
載
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
中
国
文
学
会
の
許
可

を
必
要
と
す
る
。

﹇
縦
書
き
（
文
学
）
原
稿
執
筆
要
領
﹈

一 

、
本
文
は
常
用
漢
字
を
使
用
し
、
書
名
、
人
名
も
常
用
漢
字
を
用

い
る
。
た
だ
し
、
常
用
漢
字
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
字
形
が

あ
き
ら
か
に
違
っ
て
し
ま
う
も
の
に
つ
い
て
は
正
字
も
加
。（
例
）

韵
・
竜
な
ど
。

二 

、
原
文
を
引
用
す
る
場
合
は
、
必
要
な
場
合
に
は
原
文
の
字
体
に

よ
る
こ
と
も
で
き
る
。
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三 

、
改
行
し
て
引
用
す
る
詩
・
文
は
、
初
行
か
ら
二
字
下
げ
と
す
る
。

但
し
、
特
に
段
落
を
明
確
に
示
す
必
要
の
あ
る
時
は
、
各
段
落
の 

初
行
三
字
下
げ
と
し
、
他
は
二
字
下
げ
と
す
る
。

四 

、
改
行
し
て
引
用
す
る
詩
・
文
の
前
後
の
行
は
あ
け
な
い
。

五 

、
書
名
に
は
『
　
』
を
用
い
、
論
文
名
に
は
「
　
」
を
用
い
る
。

六 

、
注
は
本
文
の
最
後
に
ま
と
め
、
□
（
１
）
□
■
■
■
…
…
の
よ 

う
に
す
る
。
本
文
中
に
お
い
て
は
一
字
分
の
右
横
に
■
■
（
1
）

■
の
よ 

う
に
つ
け
る
。

 ［
横
書
き
（
語
学
）
原
稿
執
筆
要
領
］

１
．
本
文
中
の
中
国
語
は
簡
体
字
使
用
可
。

２
 ．
例
文
や
引
用
は
頭
２
文
字
分
あ
け
て
か
ら
例
文
番
号
を
振
る
。

例
文
や
引
用
に
際
し
て
は
そ
の
前
後
の
行
は
あ
け
な
い
。

３
 ．
章
，
節
の
区
分
け
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
用
い
，
下
位
節
は
1. 1 ，

1. 2 ，
1. 2. 1 …

の
よ
う
に
，
ピ
リ
オ
ド
の
後
に
つ
け
て
ゆ
く
。

４
 ．
注
は
本
文
の
後
に
ま
と
め
，
す
べ
て
ア
ラ
ビ
ア
数
字
の
通
し
番

号
と
し
，
本
文
中
で
は
１
字
分
の
肩
に
■
■
3)の
よ
う
に
つ
け
る
。

５
 ．
参
考
文
献
は
本
文
末
尾
，
注
の
後
に
ま
と
め
，
左
端
に
〈
参
考

文
献
〉
と
記
す
。
本
文
や
注
の
中
で
文
献
に
言
及
す
る
時
は
，
呂

叔
湘
1985

（
20 －

23 頁
）
の
よ
う
に
示
し
，
簡
略
化
を
は
か
る
。

６
 ．
中
国
の
書
名
に
は
《
　
》
を
，
用
い
，
論
文
名
に
は
〈
　
〉
を

用
い
る
。
日
本
の
も
の
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
『
　
』，「

　
」
を

用
い
る
。
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